
保健衛生部 マネジメント方針 
 

保健衛生部では市長との政策協議のもと、次のとおり基本方針・組織目標・行動目標を

定めました。この方針に基づき目標の達成に向け着実に取り組みます。 

 

 

令和５年４月１日 

                             

                                                            

 

   

  

 

 

【基本方針】 

 

人口減少、少子高齢化が進行する中、すべての市民が生涯にわたり、心身ともに健康で

安心して暮らすことができる社会の実現が求められています。 

これまで対応してきた新型コロナウイルス感染症については２類相当から５類に見直

されますが、対応の課題を踏まえ今後の新興感染症の発生に備えた「予防計画」の策定に

取り組みます。あわせてコロナウイルスワクチンの接種推進や結核対応など、感染症対策

として引き続きまん延防止を図ってまいります。 

また、安心して出産・子育てできるよう「ふくっこ応援事業」に取り組み、妊娠期から

の切れ目ない支援の充実を図ります。 

さらに、市民の健康づくり推進のため、第３次福井市健康増進計画を策定し生活習慣病

予防などの健康づくりに取り組むとともに、難病患者等への支援、自殺対策、食品衛生管

理を推進するなど、市民の健康と安全を守ります。 

 

 

【組織目標】 

 

Ⅰ．様々な感染症のまん延防止に取り組みます 

Ⅱ．安心して子育てができるよう妊娠期からの切れ目のない支援を行います 

Ⅲ．市民の健康な生活を応援します 

Ⅳ．市民の安全を守るため食品衛生管理の推進を図ります 

 

保

保健衛生部長 

松 田 尚 美 



 

組織目標Ⅰ 様々な感染症のまん延防止に取り組みます 

 

行動目標 SDGs指標 

１ ○新予防計画の策定 

     感染症対策は、平時からの予防対策の推進のほか、様々な感染症のまん延

に備えることが重要です。  

そのため、新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの取組を踏まえ、

感染症の感染拡大の際の保健所体制、検査体制及び感染拡大に備えた人材の

育成などを定めた「予防計画」（※１）を策定します。 

  

 

 

 

※１ 予防計画 

改正後の「感染症法」において 

「第 10 条 14 項 保健所設置市等は、基本指針及び都道府県が定める予防計画 

に即して、予防計画を定めなければならない。」とされている。 

なお、策定する時には、都道府県連携協議会において協議する必要がある。 

＜予防計画：令和 6 年 4 月 1 日施行＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防計画策定に係る連携のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「予防計画」の策定 

 

 

 

 

 

 

都道府県連携協議会 



 

 

 

 

 

２ 感染症対策の推進 

     市民の命と健康を守るため、新型コロナウイルス感染症や結核等、様々な

感染症の発生やまん延防止に向けた取組を推進します。  

主要な感染症である結核の罹患率（※１）が「低まん延国」の水準 

（※２）となるよう、結核患者の支援や予防に関する普及啓発に取り組み

ます。 

     また、高齢者及び児童福祉施設等を対象に、感染症に関する知識と技術の

向上を図ることを目的とした研修会を開催します。 

  

 

 

 

 

 

※１ 結核罹患率 

当年（1～12 月）の新規結核患者数/当年 10 月 1 日人口×100,000 

 

 ※２ 低まん延国：人口 10 万人当たりの結核罹患率   10.0 以下 

    中まん延国：      〃           10.0 超～100.0 以下 

    高まん延国：      〃           100.0 超 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症対策集合研修会の様子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○総 29  10万人当たりの結核罹患率（※１）   ：   10.0以下 

  感染症対策集合研修会の開催           :    2回 

    



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

３ 新型コロナウイルスワクチン接種の推進 

    新型コロナウイルス感染症のまん延を防ぐため、国が示す方針に合わせた接種体

制を整え、接種対象となる方への接種を推進します。 

  特に、重症化リスクの高い高齢者を中心にワクチンの予防効果を周知し、

接種を進めていきます。 

  また、定期予防接種化に向けた国の動向を注視し、特例臨時接種から定期

予防接種への移行が円滑に進むよう準備を進めます。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     新型コロナウイルスワクチン接種の様子 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 春開始接種における高齢者（65歳以上）の接種率：65％以上 

 次年度の定期予防接種化に向けた体制整備 



 

組織目標Ⅱ 安心して子育てができるよう妊娠期からの切れ目ない支援を行います 

 

 

行動目標 SDGs指標 

４ 妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援 

安心して出産・子育てができるよう「ふくっこ応援事業」（※１）に取り組み、支援が

必要な母子を早期に把握し、保健・福祉・医療等の関係機関と連携しながら、専門職

による切れ目ない支援を適切に行います。 

特に伴走型支援として、母子健康手帳交付時の面談、妊娠 8カ月の妊婦へ

の相談対応、生後 4カ月までの乳児がいる家庭への保健師・助産師等による

全戸訪問など、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、孤

立感や不安感を抱える家庭に寄り添いながら育児支援を確実に行うよう努め

ます。 

 

 

 

 

※１ ふくっこ応援事業 

全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができることを目的 

に、妊娠期から子育て家庭に寄り添った切れ目ない伴走型相談支援と経 

済的支援を一体的に行う事業  

      

 ※２ 乳児家庭全戸訪問実施率 

     生後 4カ月までの乳児家庭の訪問・面接実件数／対象者数×100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠・子育てサポートセンターふくっこ 

（健康管理センター内） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

乳児家庭全戸訪問実施率（※２）：99.6％（4年度）→99.6％以上（5年度） 



 

組織目標Ⅲ 市民の健康な生活を応援します 

 

行動目標 SDGs指標 

５ ○新第３次福井市健康増進計画の策定 

市民一人ひとりが健康的な生活を送るとともに、社会全体が協働して健康

づくりの環境を整えることを目指し、学識経験者及び地域・保健・医療・教

育・職域などの関係機関で構成する健康づくり推進協議会において第２次健

康増進計画「健康ふくふくプラン２１」（※１）の最終評価を行い、第３次健

康増進計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

※１「健康ふくふくプラン２１」（平成２８年度～令和５年度） 

    健康増進法第８条第２項の規定に基づく第２次福井市健康増進計画 

国の方針や県の健康増進計画を勘案し、市民の健康づくりを推進するために策

定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次健康増進計画「健康ふくふくプラン２１」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

第 3次福井市健康増進計画の策定 

               



 

 

 

行動目標 SDGs指標 

６ 健康づくりの推進とがんの早期発見について 

市民の誰もがより長く元気に暮らすためには、平時からの健康の保持増進

や生活習慣病の発症・重症化予防が重要です。 

健康づくりに取り組む市民を増やすため、保健衛生推進員とともに「健康

101チャレンジ事業」（※1）の普及に努めます。 

また、特に罹患数及び死亡数が多い大腸がんについて、ナッジ（※2）を活

用した受診勧奨を行い、検診受診率（※3）の向上に一層取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 ※1 健康１０１チャレンジ事業 

  健康づくりの取組の動機づけ・定着を目的とした事業 

ウォーキングやベジ・ファースト等、健康づくりの目標を設定し、健康づくり

や生活習慣改善の取組や検診受診等でポイントを付与、一定のポイントに達成し

た方を対象に、抽選で賞品（協賛企業から無償提供）を進呈する。 

 

※2 ナッジ 

    行動科学の知見の活用により、人々が自分や社会にとってより良い選択を自発 

的にとれるように手助けする政策手法 

 

※3 大腸がん検診受診率 

40～69 歳までの受診者数⁄40～69 歳までの県推計対象者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健衛生推進員による健康 101 チャレンジシートの提出勧奨 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

健康 101チャレンジシート提出   : 350人（4年度）→ 1,230人（5年度） 

○総 24 大腸がん検診受診率          ： 24.7% (4年度) → 27.0％（5年度） 



 

 

 

行動目標 SDGs指標 

７ 福井市国民健康保険加入者の健康増進 

国保加入者の生活習慣の改善と生活習慣病の予防を図るため、データヘル

ス計画（平成 30年度～令和 5年度）（※1）に基づき、特定健診・特定保健指

導を実施していますが、コロナ禍以降受診率等が伸び悩んでいます。 

まずは、受診率等をコロナ前の水準まで回復させるため、過去の受診結果

を基にしたアドバイス付きの受診勧奨通知を送付するなどきめ細かな受診勧

奨を行うとともに、ショッピングセンターなどで気軽に受診できる機会を設

けます。 

また、新たな取組みとして、ショッピングセンターでの健診時に、健康測

定機器を用いて簡単な健康教育を行うことで行動変容につなげていくなど、

健康意識の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ データヘルス計画 

特定健診や医療機関受診等のデータを活用し、効果的・効率的な保健事業を

実施するための計画で、特定健診及び特定保健指導の具体的な実施方法を定め

る「特定健康診査等実施計画」と一体的な計画として策定 

 

※２ 特定健診 

メタボリックシンドロームに着目した健康診査で、内臓脂肪の蓄積を把握し

生活習慣病の予防を図ることが目的 

対象者 ： 国民健康保険の被保険者で、年度内に 40～74 歳到達者 

     受診率 ＝ 特定健診受診者数（年度末速報値）／特定健診対象者数 

     令和 4 年度実績  9,603 人／32,117 人  ＝ 29.9％ 

     令和 5 年度目標  33.1％（コロナ前の水準） 

 

※３ 特定保健指導 

特定健診等受診後、メタボリックシンドロームのリスク数に応じ、生活習慣

の改善が必要な方に行う保健指導 

対象者 ： 特定健診・人間ドックの結果、腹囲、血糖値等が所定の値を上回

る方(糖尿病、高血圧症等で薬剤治療中の方は除く。) 

実施率 ＝ 特定保健指導初回面接利用者数／特定保健指導対象者数 

令和 4 年度実績  139 人／  665 人    ＝ 20.9％ 

    令和 5 年度目標  25.6％（コロナ前の水準） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

特定健診（※２）受診率年度末速報値 

： 29.9%（4年度見込）→33.1%（5年度） 

特定保健指導（※３）初回面接実施率 

： 20.9%（4年度見込）→25.6%（5年度） 



 

 

 

行動目標 SDGs指標 

８ ○新難病患者及び小児慢性特定疾病児童への療養生活の支援 

難病及び小児慢性特定疾病は、原因が明らかでなく治療方法が確立してい

ない疾病で、療養期間が長期にわたり患者や家族等に大きな負担がかかって

います。そのため、患者や家族等の療養上の不安軽減を図るとともに、適切

な在宅療養支援が必要です。 

そこで、医師等の専門職に相談できる機会を設けるとともに、新規申請時

に保健師等が療養状況を把握し、必要な情報を提供するための面接相談を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

相談会等の開催           ：   2回 

 新規申請時の保健師等による面接相談 ：  90％以上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行動目標 SDGs指標 

９ 自殺対策における相談体制及び人材育成の推進 

全国の自殺者数は、コロナ禍以降、生活環境や就労環境、経済状況等の悪 

化の影響を受けて増加し、今後も自殺リスクの高まりが危惧されます。 

そこで、不安や悩みを抱える市民への相談会（※1）の相談枠を拡大すると

ともに、グリーフケア（※2）相談員を新たに加えて開催します。 

また、ゲートキーパー（※3）養成研修では、集合研修とオンラインによる

研修を並行して実施するとともに、新たに出前講座にも対応し、幅広く自殺

対策を支える人材の育成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

   ※１ 不安や悩みを抱える市民を対象とする相談会 

   （1）臨床心理士による相談会（年 8 回開催） 

         「こころの専門家」がストレスや対人関係等の相談に応じる個別相談会 

   （2）悩みごと総合相談会（年 4 回開催） 

      各専門職が一堂に会し、ワンストップで相談に応じる総合的な相談会 

相談員は、精神科医師、弁護士、臨床心理士、保健師、就労支援相談員、 

障がい者基幹相談支援センター相談員、生活困窮者自立支援相談員、 

ケアマネジャー、グリーフケア相談員 

※２ グリーフケア 

    大切な人を亡くした悲しみに寄り添い援助すること 

※３ ゲートキーパー 

     自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応ができる人のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

オンラインによるゲートキーパー養成研修の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

自殺対策にかかる相談会の開催  ：  12回 

ゲートキーパー養成研修受講者数（累計） 

                    : 1,461人(4年度)→ 1,700人(5年度) 

        

        

        

        

        

        

        

        

 ○件数   ：   ○○件 

  



 

組織目標Ⅳ 市民の安全を守るため食品衛生管理の推進を図ります 

 

行動目標 SDGs指標 

１０ 食品衛生管理の推進 

食品等事業者に義務付けられた HACCP（※1）に沿った衛生管理について、

事業者に対する監視指導（※2）を着実に行います。監視指導に当たっては、

衛生管理計画の作成状況や計画に基づく実施状況とその記録を確認するとと

もに、適切な衛生管理の実施を指導することで食品衛生管理の推進を図りま

す。 

 

 

 

 

※1 HACCP(Hazard Analysis and Critical Control Point) 

原材料の入荷から、製造、出荷に至る全工程の中で起こり得る危害を洗い出

し、それらを低減・除去するために必要な管理方法を定めた衛生管理計画を作

成し、特に重要な工程を常時管理し記録を残すことで、安全を確保する衛生管

理の手法 

 

※2 監視指導 

食品等の安全性の確保と食中毒等の飲食に起因する衛生上の危害の発生防止

を着実に図るため、立入りにより行う指導、検査。なお、食品衛生法により毎

年度の計画策定が義務付けられている、本市の食品衛生監視指導計画において

許可業種別の立入検査回数等を規定 

・令和 5 年度対象件数 2,130 件 

・実施率 ＝ （実施件数／（対象件数－廃業件数＋新規件数））×100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         食品営業施設への監視指導の様子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

監視指導の実施率  ：  100％ 

監視指導の実施率  ：  100％ 



 


